第13回　社会鍼灸学研究会
テーマ：日本鍼灸のガバナンスを考える
会期：2017年8月4日（土）、5日（日）
Ⅰ．8月4日（土）11:00～16:40
・社会鍼灸学研究者の発表会
　　　　　
    Ⅱ．8月5日（日） 10:00～16:30
　　　　　　　
 ・講演、シンポジウム、討論
会場：東京医療福祉専門学校　9階大教室
　　　　（東京都中央区八丁堀1-11-11）
　ガバナンス（governance）とは統治、管理、制御を意味する。それを実施する組織の最たるものが国家や政府(government)であり、また近年、企業存在の倫理観が問われ、「コーポレイトガバナンス」（企業統治）という言葉も用いられる。だがそれとは反対に、「組織や社会を構成するメンバーが主体的に関与する、意志決定、合意形成のシステム」（ウェブサイト「コトバンク」より）を意味する「パブリックガバナンス（public governance）」も重要であることも認識されている。消費者、市民、受益者の意識の高まりと権利の擁護が進むと共に、日本においても、近世から続く御上の統治、お役所へのお任せ、大企業の年功序列などの意識から、消費者や市民ファースト、行政と受益者の「協働」という、パブリックガバナンス意識が向上してきている。このような現今だからこそ、日本鍼灸のガバナンスを、その両側の意味で検討したい。

　国民の保健衛生（医療）は社会保障問題の重要事項であるので、各種の法律に則り、国家（厚労省）がガバナンスしている。例えば、医療従事者数調整や国家試験の合格率水準の維持などはその証左であろう。その施策や方向性に関しては、厚労省と医師や看護師などの代表が意志決定している。さらに、そのガバナンスに関しては、患者の権利であるインフォームドコンセント・チョイスという時流も少なからず影響しているのである。

さて、日本鍼灸界には「ガバナンス」はどの様に存在するのか、あるいはしないのか。
合格率が年々低下傾向のはり師、きゅう師国家試験は、この春実施された第26回で、合格率は50%台まで低下し、過去最低を更新した。この合格率の低下傾向は、福岡判決後の鍼灸学校の急増が少なからず影響していると考えられるが、鍼灸市場の低迷も鍼灸学校の乱立による資質低下が要因とも言われている。

その福岡裁判は、柔道整復専門学校の設置規制に対して、一学校法人が反旗を翻したことであり、規制緩和の流れもあり障壁が撤廃されたのである。その結果、市場経済競争原理の影響が鍼灸界にも及んだ。それまでの国の規制という暗黙のガバナンスから解放された結果と考えられるが、現在議論がなされている「療養費」問題、マッサージ学科新設要求とその裁判などに関しても、すべて、あはき界のガバナンス力不足がもたらした混迷と言えよう。しかし、反対の見方をすると、日本鍼灸の手法や流派の特徴である「多様性」が伝統となり、互いの存在の認め合いによる緩やかな結束力により、医療の端くれとして生き残ってきたと考えれば、パブリックガバナンスが機能しているという見方も成り立つ。

国際的な関係の中に日本鍼灸があることを強く意識させられる昨今であるが、国内の諸問題に関して、今、鍼灸のガバナンスが問われている。そこで、日本鍼灸のガバナンスに関して、その変遷をたどり、実情を検証し、パブリックガバナンスの一つであるメディアも俎上に乗せたいと考える。ガバナンスの存在の有無、必要性、その質、あり方も含め、学術的にディスカッションすることは意義のあるものと考える。　　

例年通り、第一日目には「社会鍼灸学」分野の研究発表をゼミナール形式で実施する。第二日目の本テーマに関しては、今回は演題を絞り、ディスカションを中心に進めることとしたい。

第13回 社会鍼灸学研究会 2018
プログラム
８月４日(土)　午前１１時から　受付開始：１０：３０～
I. 社会鍼灸学研究の発表会
司会・進行：箕輪政博、小野直哉
１０：５０「開会の挨拶」
　形井秀一：筑波技術大学

1) １１：００～１１：４０（発表２０分、質疑２０分）
「鍼灸受療者の選択と安寧とは　～患者のSOC特性との関連について～」
菊地　貴子1)　
1)東洋鍼灸専門学校

2) １１：４０～１２：２０（発表２０分、質疑２０分）
「若手が発言できる場作りとその価値について」
伊藤 由希子1)　白石哲也1)
1)次世代はりきゅうレボリューションズ
１２：２０～１３：１５　昼食
3) １３：１５～１３：５５（発表２０分、質疑２０分）
「日本鍼灸が生き残るためのロードマップ」
川腰 つよし 1)2)

1)つよし.治療院　2)和ら会
4) １３：５５～１４：３５（発表２０分、質疑２０分）
「臨床で見られた『治療の多様性』に関する質的研究～患者・治療者のナラティブ分析から～」
小川 貴司1)2) 伊東　純一3) 伊藤　康文4) 菊地　貴子5) 荒木　誠一6)
1)小川鍼灸整骨院　2)森ノ宮医療大学鍼灸情報センター　3)カナエ整骨院・鍼灸院　
4)新潟大学現代社会文化研究科　5)東洋鍼灸専門学校　6)帝京大学地域医療学部
１４：３５～１４：５０　休憩
5) １４：５０～１５：３０（発表２０分、質疑２０分）
  　「代替医療内での治療法の変化―制度的変化と「疳の虫」治療を例にして―」
岡田　裕子1)  
  1)京都大学人間・環境学研究科
6) １５：３０～１６：１０（発表２０分、質疑２０分）
「2012 公益社団法人大阪府鍼灸師会定点調査実施報告」(仮)　　　　　　　　　　　　　　　　　竹藤　裕子1) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　 1)公益社団法人大阪府鍼灸師会
7）　１６：１０～１６：５０（発表２０分、質疑２０分）
　　「質問主意書に基づく鍼灸関連の議論動向調査」
    森　　一也 1) 舟木　宏直1）2）　松尾　卓1)  小林　靖弘1) 
1)京都仏眼鍼灸理療専門学校　2）佛教大学大学院文学研究科歴史学専攻
１７：３０～１９：３０　･･････　交流会 （場所未定、会場周辺予定）
８月５日(日)　午前10時00分～午後4時30分　９：３０～受付
II. 日本鍼灸のガバナンスを考える
午前の部　
　司会・進行：小野　直哉・嶺　聡一郎
１０：００～１０：１０
1 「開会の挨拶」
　　　形井秀一：筑波技術大学
１０：１０～１１：２０（発表５０分、討論２０分）　
2 日本鍼灸とガバナンス
形井秀一：筑波技術大学
１１：２０～１２：３０（発表５０分、討論２０分）
3 制度の推移に見るガバナンス
箕輪政博：社会鍼灸学研究会副代表
１２：４０
4 記念集合写真････会場内　　　

１２：４５～１３：４０　　昼　食
１３：４０　研究会活動報告会：2017年度事業報告　嶺聡一郎
午後の部
　　司会・進行：箕輪　政博・形井　秀一

１３：５０～１５：１０（発表６０分、討論２０分）　　　　　　　
5 「日本鍼灸のガバナンスを考えるために」
小野直哉：公益財団法人 未来工学研究所
１５：１０～１６：３０（発表６０分、討論２０分）
6 鍼灸メディアとガバナンス
横山浩之：森ノ宮医療大学
１７：００～１９：００
7 懇親会（場所未定、会場周辺予定）
　第13回社会鍼灸学研究会開催要項
1. 会場・受付
東京医療福祉専門学校　9階大教室　　（東京都中央区八丁堀1-11-11）
・JR京葉線/武蔵野線「八丁堀駅」B2出口
・都営浅草線「日本橋駅」D1出口
・東京メトロ東西線「茅場町駅」5番出口

　　　＊駐車場はありませんので、お車での御来場はご遠慮ください。
2. 参加費
会　員； 3,000円　　　非会員；8,000円
※交流会費、懇親会費は別途(5,000円程度)　
※両日参加、1日参加ともに参加費は変わりません。

※納入頂いた参加費の返金には応じられません。
＊下記振込口座に、送金下さい。
3. 第13回研究会参加申込方法について
・参加申し込みは、参加申込書を1人1枚ずつご使用ください。

・参加申込書にご記入の上、e-メールに添付してfssam@outlook.jpまでお送りください。
・申込締切：7月20日(金)
＊お弁当の取り扱いはいたしませんので、各自で準備をお願いします。
4. 年会費（会員5,000円・学生会員3,000円）の振り込みについて
会員の方は、参加申込書に記入（会員に○）の上、E-mail　fssam@outlook.jp　に添付し送信願います。その後、下記口座に年会費をお振込みください。
　　　　※納入頂いた年会費の返金には応じられません。

　　　　※学生であっても、あはき師の何れかの有資格者は一般扱いとなります。
5. 連絡先
社会鍼灸学研究会

　〈事務局〉〒214－0035　神奈川県川崎市多摩区栗谷4-10-10-101    嶺 聡一郎
〈E-mail〉fssam@outlook.jp
〈当日緊急連絡先〉　080-6616-4563(嶺)
社会鍼灸学研究会ホームページ：http://fssam.net/
6. 参加費・会費振込先
＜ゆうちょ銀行からお振込の場合＞　　
銀行名；ゆうちょ銀行
口座名；社会鍼灸学研究会（シャカイシンキュウガクケンキュウカイ）　
　　　　　記　号；１０１１０
番　号；９１５９７８１１
＜ゆうちょ銀行以外からお振込の場合＞
店名；０一八
店番；018

預金種目：普通
口座番号：９１５９７８１
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参加申し込み用紙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2018年　　月　　日記入

	EQ \* jc3 \* "Font:游ゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 10(シメイ),氏名)
	　

	会員・非会員
	会員、非会員　（○を付けて下さい）

	住　所
(会員は住所変更時のみ)
	〒

	連絡先電話番号
	自宅・携帯：　　　　　　　　　　　　

	メールアドレス
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	所属
	　

	所属先電話番号
	　

	所属先メールアドレス
	　


	会費、参加費振込書

	振込予定日　　　年　　月　　日

	氏名：

	＊振込頂いた項目に〇をつけてください

	参加の有無
	8/4（土）、8/5（日）、不参加

	年会費（会員）　　　￥5000-
	　

	参加費（会員）　　　￥3000
	　

	参加費（非会員）　　￥8000
	

	交流会費（1日目）　￥5000-
	　

	懇親会費（2日目）　￥5000-
	　

	合計
	￥


